
（別紙３）

～ 令和　7年　12月　31日

（対象者数） 32 （回答者数）
24

～ 令和　7年　12月　31日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 様々な方法で目標をたて、達成できる喜びを作る

2 リーダー制を取り入れ、自ら考えて行動できる力をつける

3 仲間をたたえる力をつける

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
気持ちが不安で馴染めないお子様に関しましては、寄り添い

ながら時間をかけて支援をしていきます

2

3

自己肯定感の向上
サッカー療育を通して褒めるポイントを多く取り入れながら支

援していく

社会性が身につく

サッカー療育を通してルールを守る事や、整列・挨拶等の規律

性を身に着ける。又、相手をリスペクトすることを学び感謝の

心を育てる。

感情調整力の獲得

勝った・負けたという経験から、「悔しさ」や「嬉しさ」の感

情を適切に表現する力をつける。又、気持ちを切り替える力を

育む。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

重症心身障害児童の受け入れが難しい
サッカー療育を行っている為、基本的にはサッカーに参加でき

るお子様が中心となる

令和　7年　1月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和　7年　2月　23日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 サンFC白山

○保護者評価実施期間
令和　7年　1月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


